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１．はじめに  

 東日本大震災では、広域にわたり甚大な被害が生じた。水道に関しても施設の破損や停電等により水道水を供給

することが困難な状態に陥った。ライフライン機能が発達した現代において初めての大規模災害であり、水道被害

や応急給水等の支援体制を記録する必要がある。また、今次災害の教訓を今後の支援活動等に役立てることが重要

である。そこで本研究では、東北地方における応急給水活動に関する調査研究を行った。 

 

２．調査方法  

 本研究では、支援活動に従事した水道事業体の把握をするために盛岡市上下水道局（岩手県）、仙台市水道局（宮

城県）および郡山市水道局（福島県）から資料を提供していただいた。それをもとに支援事業体に対して平成 24

年 12 月～平成 25 年 2 月の期間にアンケート調査票を発送した。アンケート調査項目は、出動準備状況、給水車の

仕様、給水容器（数量）、補水拠点、移動時間、宿泊場所、燃料の確保状況、指揮命令・運用体制、過去の教訓をど

のように活かすことができたか、東日本大震災の特有の難しさの 10 項目である。アンケート発送先は、岩手県支援

担当 204 事業体、宮城県支援担当 215 事業体および福島県支援担当 60 事業体の合計 479 事業体である。アンケート

回収率は、岩手県 69％、宮城県 71％および福島県 80％である。なお、本報告では、岩手県および宮城県について

紹介する。 

 

３．アンケート調査結果 

 図 1 に、宮城県（沿岸）における応急給水活動の状況（キーワード抽出）を示す。発災から 20 日間前後は、道路

交通網の寸断、情報の混乱・錯綜等により困難な支援活動であったことが窺える。また、東日本大震災の特有の難

しさについて、岩手県および宮城県の共通点として、①支援車両による渋滞発生、②燃料確保、③冬対策が不十分

（冬タイヤ装着、給水車の凍結防止措置）、④派遣隊の支援期間の設定が難しいなどの回答が多かった。一方、長時

間の移動（岩手県）や福島第一原発事故関連情報の錯綜、精神的疲労（宮城県）など支援活動地域特有の回答もあ

った。図 2 は、岩手県および宮城県における支援活動の宿泊・補水拠点および移動経路である。岩手県沿岸は、津

波による被害もあるが小規模な市町村が多く宿泊施設数および収容者数ともに少ないため、支援事業体職員の受入

れが難しい状況にあった。このため、内陸部に宿泊拠点を設け支援活動を行ったが、長時間の移動のために活動時

間が限られたものになった。一方、宮城県では宿泊拠点を補水拠点の比較的近くに設けることができたため、長時

間の移動をすることなく支援活動を行うことができた。 

アンケート調査の結果から、今次災害における応急給水活動に関係する教訓を要約すると下記のようになる。 

・支援事業体職員の受入態勢（宿泊、燃料等）を整備する。 

・被災事業体職員による対応が困難な状況や通信手段不通を想定し、被害情報、給水ニーズ等の情報収集専任職

員を設置する。 

・現地事業体と支援事業体間で情報を共有し、支援活動および住民への広報に生かす。 

・長期間支援が必要な場合は、支援事業体間でローテーションを組み、車両・資機材の共同利用により活動する。 

・給水車両へのカーナビゲーションの整備。 
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４．まとめ  

 本研究の調査結果より、小規模な水道事業体が多く大規模な災害に対応することは困難であり、広域的な支援活

動は極めて重要であった。今後も大規模な地震・津波災害の発生が懸念されており、今次災害の教訓を生かし水道

施設の防災・減災および支援対策に役立てることが重要である。 

本研究は、文部科学省「大学等における地域復興のためのセンター的機能整備事業」および高橋産業経済研究財

団の研究助成の一環として行われたことを付記する。 
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図 1 宮城県（沿岸）における応急給水活動の状況（キーワード抽出） 

盛岡市上下水道局
新庄浄水場

（現地対策本部）

宿泊場所
補水拠点

 

図 2 岩手県および宮城県の支援拠点および移動経路概要 
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